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資料①「2014年度支部決算報告書」
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収入の部
項　目 予算額（円） 前年度予算 差　額

前年度繰越金 300,883 208,577 92,306
個人会員 @6,000 ×120件 720,000 ▲ 12,000
学生会員 @3,000 ×2件 6,000 6,000
団体会員 @6,000 ×10件 60,000 60,000

141,000 180,000
 内訳１.　展示協賛料   200,000 0 200,000

        2.　広告掲載料 60,000 支部紀要第第15号への広告掲載料 60,000 0

　　  3.　寄付金その他 1,000 寄付，利息等 1,000 0

　　  4.　紀要投稿料 60,000 支部紀要第15・16号への投稿料 80,000 ▲ 20,000

支部積立金より繰入 200,000 150,000 50,000
合　　計 1,607,883 1,231,577 376,306

支出の部
項　目 予算額 前年度予算 差　額

支部大会開催費 425,000 0 ▲ 425,000
人件費 10,000 10,000 0

印刷費 350,000 300,000 ▲ 50,000

通信費 100,000 100,000 0

会議費 100,000 100,000 0

謝礼費 48,000 48,000 0
旅費 150,000 200,000 50,000
事務局費 20,000 30,000 10,000
学術講演会・ワークショップ 40,000 80,000 40,000
支部分担金 113,175 本部への支払い 　　　　　（ 0.15 ×754,500） 116,325 3,150
支部研究プロジェクト補助費 130,000 130,000 0
会費徴収委託費 84,000 １人600円×140名 60,000 ▲ 24,000
雑費 10,000 20,000 10,000
支部積立金 0 0 0
支部運営予備費 27,708 37,252 9,544

合　　計 1,607,883 1,231,577 ▲ 376,306

事務局長　長 加奈子

振り込み手数料等

学会費 786,000

宛名ラベル，領収書，文具等

研究代表者：原隆幸（鹿児島大学）

秋季１回

大会開催準備金，講演者謝金，会場使用料，アルバイト謝金，講師旅費等
事務局アルバイト
支部紀要第15号，第44回支部研究大会プログラム・発表要綱，封筒等の印
刷

外国語教育メディア学会九州・沖縄支部

備　考

備　考

送料
支部運営委員会，紀要編集委員会，支部大会実行委員会，評議員会等の開催
に伴う経費
事務局謝礼
支部運営委員会，紀要編集委員会等への参加補助

外国語教育メディア学会（LET）九州・沖縄支部　2015年度予算（案）
2015年4月1日

雑収入 321,000

（2015年3月31日付支部積立金残高：2,661,494円）

732,000

資料②「2015年度支部予算案」
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外国語教育メディア学会 九州・沖縄支部役員 
 

名誉支部長 
 池浦貞彦（福岡教育大学名誉教授）     
 
支部長 
 島谷 浩（熊本大学） 
 
副支部長 
 田口 純（筑紫女学園大学） 
 竹野 茂（宮崎公立大学）  
 
事務局長 
 長 加奈子（北九州市立大学） 
 
理事 
 島谷 浩（熊本大学） 
 竹野 茂（宮崎公立大学）  
 田口 純（筑紫女学園大学） 
 長 加奈子（北九州市立大学） 
 
支部幹事 
 松崎 徹（筑紫女学園大学） 
 
会計監査 
 土持かおり（鹿児島県立短期大学） 
 林 千晶（福岡女学院大学） 
 
運営委員（50音順）20名 
 麻生雄治（長崎県立大学） 
 荒木瑞夫（宮崎大学） 
 石井和仁（福岡大学） 
 植田正暢（北九州市立大学） 
 大薗修一（九州産業大学） 
 大津敦史（福岡大学） 
 柿元悦子（九州産業大学） 
 川浪一也 

 （福岡大学附属大濠中学・高等学校） 
 島谷 浩（熊本大学） 
 田口 純（筑紫女学園大学） 
 武井俊詳（西南学院大学） 
 竹野 茂（宮崎公立大学） 
 田上優子（福岡女子大学） 
 長 加奈子（北九州市立大学） 

 中野秀子（九州女子大学） 
 仲山雄二（荒尾高等学校） 
 古村由美子（長崎大学） 
 松崎 徹（筑紫女学園大学） 
 山内ひさ子（長崎県立大学非常勤） 
 米岡ジュリ（熊本学園大学） 
評議員（50音順）34名 ＊は運営委員を兼ねる 
 麻生雄治（長崎県立大学） 
 荒木瑞夫*（宮崎大学） 
 石井和仁*（福岡大学） 
 植田正暢*（北九州市立大学） 
 大薗修一*（九州産業大学） 
 大津敦史*（福岡大学） 
 奥田裕司（福岡大学） 
 柿元悦子*（九州産業大学） 
 柏木哲也（北九州市立大学） 
 川北直子（宮崎県立看護大学） 
 川浪一也 

 （福岡大学附属大濠中学・高等学校） 
 坂元真理子（鹿児島工業高等専門学校） 
 島谷 浩*（熊本大学） 
 田口 純*（筑紫女学園大学） 
 武井俊詳*（西南学院大学） 
 竹野 茂*（宮崎公立大学） 
 田上優子*（福岡女子大学） 
 長 加奈子*（北九州市立大学） 
 綱 智子（福岡教育大学非常勤） 
 東矢光代（琉球大学） 
 中島 亨（福岡教育大学） 
 中野秀子*（九州女子大学） 
 仲山雄二*（荒尾高等学校） 
 林 日出男（熊本学園大学） 
 樋口晶彦（鹿児島大学） 
 古村由美子*（長崎大学） 
 松崎 徹*（筑紫女学園大学） 
 水野邦太郎（福岡県立大学） 
 安浪誠祐（熊本大学） 
 山内ひさ子*（長崎県立大学非常勤） 
 山本佳代（宮崎大学） 
 雪丸尚美（北九州市立大学） 
 與古光 宏（九州産業大学） 
 米岡ジュリ*（熊本学園大学） 

資料③「2015年度LET九州・沖縄支部役員」
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学会誌編集委員 
 折田 充（熊本大学） 
 林 日出男（熊本学園大学） 
 
国際交流委員 
 荒木瑞夫（宮崎大学） 
 
学会賞選考委員 
 山内ひさ子（長崎県立大学非常勤） 
 東矢光代（琉球大学） 
 
メールマガジン担当委員 
 古村由美子（長崎大学） 
 雪丸尚美（北九州市立大学） 
 

支部紀要編集委員 
 中野秀子（九州女子大学） 
 大薗修一（九州産業大学） 
 田上優子（福岡女子大学） 
 森礼子（福岡県立大学） 
 米岡ジュリ（熊本学園大学） 
 
「支部だより」編集委員 
 植田正暢（北九州市立大学） 
 松崎 徹（筑紫女学園大学） 
 事務局 
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